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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作用回転軸の先端側に該操作用回転軸と交わる方向に伸設された操作レバーが設けら
れて、該操作レバーは前記操作用回転軸と共に該操作用回転軸の軸心を中心に予め定めら
れた操作基準位置と該操作基準位置から予め定められた設定角度だけ回転した設定角度回
動位置との間で回動する構成を有し、前記操作用回転軸の基端側には一端側が該操作用回
転軸に固定されて他端側が該操作用回転軸と直交する方向に伸設された第１の連結部材が
前記操作用回転軸の軸心を中心に該操作用回転軸と共に回動自在に設けられ、該第１の連
結部材の他端側には一端側を該第１の連結部材と重ね合わせて該第１の連結部材に対し揺
動して相対位置関係が変化し得るように第２の連結部材が連結ピンを介して軸支され、前
記第２の連結部材の他端側には一端側を該第２の連結部材と重ね合わせて該第２の連結部
材に対し揺動して相対位置関係が変化し得るようにガイド部材が軸状ピンを介して軸支さ
れ、該軸状ピンは前記第２の連結部材の前記ガイド部材が重ねられる側の面側から該面と
直交する方向に突出して前記操作用回転軸と平行に設けられ、前記ガイド部材は前記軸状
ピンに軸支された状態で該軸状ピンの軸心方向にスライド移動自在と成しており、前記ガ
イド部材の長手方向と直交する方向であって前記操作回転軸の軸心とも直交する方向の軸
心を中心に回転することにより開閉する開閉弁が前記ガイド部材の前記第２の連結部材に
重ね合わされる面側に配置され、基端側が前記開閉弁に固定されて先端側が前記ガイド部
材に軸支された弁開閉作用部材が前記開閉弁の軸心を中心に回転自在に設けられて、前記
操作レバーの操作基準位置においては前記ガイド部材が前記第２の連結部材寄りの位置で
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前記ガイド部材の前記一端側から前記弁開閉作用部材の前記ガイド部材への軸支部までの
距離が該ガイド部材の前記一端側から前記開閉弁までの距離よりも長くなるように前記弁
開閉作用部材が前記ガイド部材の長手方向に対して斜めに配設されており、前記操作レバ
ーが前記操作基準位置から前記設定角度回動位置まで回転する間に該回転に伴って前記操
作回転軸が回転することにより、前記第１の連結部材の他端側と前記第２の連結部材が前
記開閉弁から遠ざかり、前記ガイド部材が前記軸状ピンの軸心方向にスライド移動しなが
ら前記操作回転軸側に引き寄せられて前記ガイド部材の長手方向に移動して前記弁開閉作
用部材が前記開閉弁の軸心を中心に前記操作回転軸側に回転し、前記操作レバーが前記設
定角度位置から前記操作基準位置まで回転する間に該回転に伴って前記操作回転軸が回転
することにより、前記第１の連結部材の他端側と前記第２の連結部材が前記開閉弁側に近
づき、前記ガイド部材が前記軸状ピンの軸心方向にスライド移動しながら前記操作回転軸
から遠ざかるように前記ガイド部材の長手方向に移動して前記弁開閉作用部材が前記開閉
弁の軸心を中心に前記操作回転軸の反対側に回転することによって、前記操作レバーの前
記操作基準位置と前記設定角度回動位置のいずれか一方への回動操作に応じて前記弁開閉
作用部材が前記開閉弁の軸心を中心に回転して前記開閉弁の開弁動作と閉弁動作の選択動
作が行われるものと成し、該選択動作によって前記開閉弁が配置される部材に設けられて
いる流通路の開動作と閉動作が選択的に行われることを特徴とする弁開閉操作装置。
【請求項２】
　操作レバーが操作基準位置から設定角度回動位置まで回転する間に、弁開閉作用部材は
開閉弁の軸心を中心に回転して前記弁開閉作用部材のガイド部材への軸支部が前記開閉弁
の軸心を中心とした円弧を描いて移動し、前記軸支部の軌道に対応するように前記ガイド
部材が軸状ピンの基端側から先端側に向けて該軸状ピンの軸心方向にスライド移動して第
２の連結部材から離れた後に前記軸状ピンの先端側から基端側に向けて該軸状ピンの軸心
方向にスライド移動して再び該第２の連結部材に近づき、前記設定角度回動位置において
は前記ガイド部材が前記第２の連結部材寄りの位置で前記ガイド部材の一端側から前記開
閉弁までの距離が前記ガイド部材の前記一端側から前記弁開閉作用部材の前記ガイド部材
への軸支部までの距離よりも長くなるように前記弁開閉作用部材が斜めに配設されること
を特徴とする請求項１記載の弁開閉操作装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２記載の弁開閉操作装置を備え、操作回転軸は器具ケースの正面
のケース正面板に設けられた貫通の軸挿通孔に挿通して設けられて軸心方向を水平方向と
し、操作レバーは前記器具ケースの正面に設けられており、開閉弁は２つ設けられてその
１つは前記器具ケース内に設けられた水加熱用の熱交換器への給水弁を形成し、他の１つ
は前記熱交換器内の水を抜く排水弁を形成しており、該排水弁と前記給水弁は互いに上下
方向に間隔を介して配設され、ガイド部材は上下方向に伸設され、該ガイド部材には前記
排水弁と前記ガイド部材とを連結する弁開閉作用部材の先端側と前記給水弁と前記ガイド
部材とを連結する弁開閉作用部材の先端側とが前記ガイド部材の長手方向に互いに間隔を
介して軸支されており、前記操作レバーの回動に応じて前記ガイド部材が軸状ピンに軸支
された状態で前記器具ケースの前後方向にスライド移動しながら上下方向に移動すること
により、前記操作レバーの操作基準位置においては前記排水弁が開となって前記給水弁が
閉となり前記操作レバーの設定角度回動位置においては前記排水弁が閉となって前記給水
弁が開となるように前記排水弁と前記給水弁の開閉動作が同時に行われることを特徴とす
る熱源装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、回転により開閉する開閉弁を開閉操作するための弁開閉操作装置および、そ
の弁開閉操作装置を備えて例えば開閉弁としての給水弁や排水弁の開閉を行う熱源装置に
関するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　図５には、開発中の熱源装置の一例が模式的なシステム図により示されている。この熱
源装置は、例えば浴室に配置されるバランス型風呂釜であり、給湯メインバーナ４１と、
該給湯メインバーナ４１により加熱される給湯熱交換器４４とを有しており、給湯熱交換
器４４は、給湯メインバーナ４１の上側に、該給湯メインバーナ４１と間隔を介して配設
されている。給湯熱交換器４４は水を通す管路を有し、給湯熱交換器４４には、この管路
に水を導入する給水導入通路６０と、給湯熱交換器４４の管路を通って加熱された水を給
湯先に導く給湯通路６１とが接続されている。
【０００３】
　給湯通路６１の先端側には、給湯栓５９が設けられており、この例では、給湯栓５９が
レバー５９ａの回動に応じて開閉する切り替えレバー方式の栓で形成されている。この種
の給湯栓５９は、レバー５９ａの切り替えによって、給湯通路６１を通った湯を、カラン
側の出湯管３０側とシャワー側通路３１のいずれかから選択的に出湯させるものであり、
同図では、出湯管３０側から出湯されるように選択した状態が示されている。
【０００４】
　給湯通路６１には、水量調節部２０が設けられており、水量調節部２０には温度調節子
２３が設けられている。温度調節子２３は、シャフト５５を介して温度調節つまみ２２に
接続されており、温度調節つまみ２２は、シャフト５５の軸心を中心として該シャフト５
５と共に回動（回転）可能と成している。温度調節つまみ２２の操作に応じて給湯熱交換
器４４に供給される水量が調整され、給湯熱交換器４４から出湯される湯の出湯温度（給
湯メインバーナ４１により加熱される湯の温度）が調節される。
【０００５】
　前記給水導入通路６０には、ダイアフラムケース（ダイヤフラムケース）１３が接続さ
れており、ダイアフラムケース１３には、水ガバナー１５とダイアフラム（ダイヤフラム
）１４が設けられている。このダイアフラム１４によって、ダイアフラムケース１３内は
、一次室１３ａと二次室１３ｂとに区分けされている。また、ダイアフラムケース１３に
は、ダイアフラムケース１３に水を供給する給水通路６２と、ダイアフラムケース１３か
ら水を導出するバイパス通路６６と、排水通路２４とが接続されている。給水通路６２に
は給水弁２５が介設されており、排水通路２４には排水弁２６が設けられている。給水弁
２５は給湯熱交換器４４への給水弁として機能し、排水弁２６は、給湯熱交換器４４内や
ダイアフラムケース内１３、各通路６０，６１，６６内の水を抜く排水弁として機能する
。
【０００６】
　前記給湯メインバーナ４１には、ガス通路３２が接続されており、該ガス通路３２は、
水圧自動ガス弁３３と、器具栓３４とを介し、燃料ガスを燃焼装置に外部から導入するガ
ス導入通路３５に接続されている。水圧自動ガス弁３３は、前記ダイアフラム１４に連結
して設けられており、通水時のみ開弁となる。また、ガス導入通路３５には、器具栓３４
を介してガス通路３６，３７も接続されており、器具栓３４は、器具栓つまみ（操作つま
み）４８とシャフト５０と、手動開閉通路である閉子５３を有して形成されている。
【０００７】
　器具栓つまみ４８は、シャフト５０と共に上下方向に予め定められている設定移動量だ
け移動可能と成し、また、シャフト５０の軸心を中心にシャフト５０と共に回動（回転）
可能と成しており、器具栓つまみ４８の操作に応じて、バーナ装置（パイロットバーナ３
８、給湯メインバーナ４１、風呂メインバーナ３９）の点火と着火が選択的に行われる。
【０００８】
　つまり、器具栓つまみ（操作つまみ）４８が回転すると、シャフト５０に設けられてい
るマイクロスイッチの器具栓スイッチ５２が、器具栓つまみ（操作つまみ）４８の「止」
、「口火」、「給湯・シャワー」、「追いだき」の各位置を検出し、器具栓つまみ４８が
「口火」の位置（器具栓つまみ４８とシャフト５０が、前記設定移動量だけ下側に下がっ
た位置において「口火」の位置まで回転した状態）においては、ガス導入通路３５から器
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具栓３４まで導入された燃料ガスが、ガス通路３６を通して口火用のパイロッバーナ３８
に導入される。そして、この燃料ガスに点火プラグ４３を備えた点火装置４６によって点
火が行われ、パイロットバーナ３８への点火が行われる。
【０００９】
　また、器具栓つまみ４８の回動位置が「給湯・シャワー」の位置において、給湯栓５９
が開いてダイアフラムケース１３に通水が行われると、ガス導入通路３５から導入される
燃料ガスが、器具栓３４と前記水自動ガス弁３３とを介し、ガス通路３２を通って給湯メ
インバーナ４１に供給され、パイロットバーナ３８の火炎から給湯メインバーナ４１への
着火が行われて給湯メインバーナ４１の燃焼が行われる。この給湯メインバーナ４１の燃
焼によって、前記給湯熱交換器４４を通る水の加熱が行われる。
【００１０】
　また、器具栓つまみ４８が「追いだき」の位置においては、ガス導入通路３５から器具
栓３４まで導入された燃料ガスが、ガス通路３７を通して風呂メインバーナ（風呂の追い
焚き用の追い焚きメインバーナ）３９に供給され、パイロットバーナ３８の火炎から風呂
メインバーナ３９への着火が行われて風呂メインバーナ３９の燃焼が行われる。風呂メイ
ンバーナ３９の上部側には、風呂熱交換器（追い焚き熱交換器）４０が風呂メインバーナ
３９と間隔を介して設けられており、風呂メインバーナ３９によって加熱される。
【００１１】
　なお、図５の図中、符号４２、４５は炎検出用のフレームロッド電極、符号４９は能力
切り替えつまみ、符号５１は水自弁スイッチ、符号５４はガスの電磁弁、符号５６は逆止
弁、符号５７は水抜き栓、符号５８は排気口、符号６３，６４はガスガバナー、符号１４
５は過熱防止装置、符号１４６は空焚き安全装置をそれぞれ示している。
【００１２】
　また、図６には、前記燃焼装置であるバランス型風呂釜の外観構成例が斜視図によって
示されている。同図に示すように、この燃焼装置は、風呂釜の器具ケース１を有しており
、器具ケース１の上側には、給湯栓５９のレバー５９ａ、出湯管３０、シャワー側通路３
１、器具栓つまみ４８、温度調節つまみ２２が設けられており、通常、シャワー側通路３
１に、シャワーホースとシャワーヘッドが取り付けられて用いられる。なお、図６の方向
Ａ、方向Ｂは壁に面し、方向Ｄは床面に面し、方向Ｃは浴槽に面する。
【００１３】
　また、器具ケース１内には、図５に示したようなシステム構成を形成するための、給湯
メインバーナ４１、風呂メインバーナ３９、給湯熱交換器４４、追い焚き熱交換器４０、
ダイアフラムケース１３、器具栓３４等の構成要素が収容されている。図９には、器具ケ
ース１と該器具ケース１内に収容されている構成要素の一部が示されており、同図に示す
ように、器具ケース１の正面側に近い位置には、その向かって左側にダイアフラムケース
１３が設けられ、向かって右側には水圧自動弁ガス弁３３、器具栓３４が順に設けられ、
ダイヤフラムケース１３の奥側には給湯熱交換器４４が設けられている。ダイヤフラムケ
ース１３の前面には、ダイヤフラムケース１３と給湯熱交換器４４との接続用の配管であ
る給水導入通路６０が接続されており、ダイヤフラムケース１３の前面最下端には排水通
路２４が設けられている。なお、図５には示されていないが、図９のバイパスパイプ６７
は、給湯通路６１からの湯に給水を混ぜるための水通路として設けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１４】
【特許文献１】特許第４１８１６７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　ところで、給水や給湯を行う装置を寒冷地で使用する場合には、冬場に装置内の水が凍
結することを防ぐために、その水を抜くことが必要である。したがって、図５に示したよ
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うなバランス型風呂釜を寒冷地で使用する場合には、冬場に、給湯熱交換器４４内やダイ
アフラムケース１３内、各通路６０，６１，６６内の水が凍結してしまうことを防止する
ために、給湯使用後に、必ず、排水弁２６を開いて、給湯熱交換器４４内やダイアフラム
ケース１３内、各通路６０，６１，６６内の水を排水することが必要となる。なお、この
とき、給水弁２５は閉じた状態とする。また、給湯使用時には、給水弁２５を開いて排水
弁２６を閉じる必要があり、給水弁２５と排水弁２６の開閉状態を互いに逆に操作するこ
とが必要となる。
【００１６】
　しかしながら、図９に示したような構成を有するバランス型風呂釜を、そのまま寒冷地
仕様として使用するには、いくつかの問題点（改良すべき点）があり、本願発明者は、図
７に示すような構成のバランス型風呂釜を開発することにした。つまり、前記給水導入通
路６０はダイアフラムケース１３と、その奥側にある給湯熱交換器４４との接続用の通路
であるので、ダイアフラムケース１３の後ろ側（奥側）にある方が、距離が短くできるた
めに好ましく、さらには、図７に示すように、ダイアフラムケース１３と給湯熱交換器４
４とを直結して給水導入通路６０自体をなくすことが好ましいため、給水導入通路６０を
形成するパイプを省略することにした。
【００１７】
　また、給水通路６２は、図９に示したように前面からわざわざダイアフラムケース１３
の上面に至るように屈曲させるのではなく、図７に示すように、ダイアフラムケース１３
の前面に直接接続する方が好ましいため、ダイアフラムケース１３の前面に直接接続した
。さらに、寒冷地の場合には勢いよく排水して管路内に残ろうとする水を慣性の力で抜き
きる必要があるので、図９に示したように、ダイアフラムケース１３の前面側に排水通路
２４を設けてダイアフラムケース１３の最下端から排水するのではなく、図７に示すよう
に、ダイアフラムケース１３の下端から器具ケース１の底板にまで略直線的な排水通路２
４とする方が好ましいため、ダイアフラムケース１３の下端から器具ケース１の底板にま
で略直線的な排水通路２４を設けることにした。なお、この開発中のバランス型風呂釜に
おいては、ダイアフラムケース１３と給湯熱交換器４４間に水抜きパイプ６８を設け、こ
の水抜きパイプ６８のダイアフラムケース１３側（ダイアフラムケース内）には水抜き時
のみ通路が開となるフロートが設けられている。
【００１８】
　前記バランス型風呂釜は、図６に示したような外観構成を有しているので、図７に示す
ように、器具ケース１の正面側にて操作レバー２の回動によって給水弁２５と排水弁２６
の開閉操作を行えるようにすると、操作性が良好であるために好ましいが、前記開発中の
寒冷地仕様のバランス型風呂釜においては、図７、図８に示すように、給水弁２５と排水
弁２６は、器具ケース１内において、互いに上下方向（図のＺ軸方向）に間隔を介して配
設されており、その開閉動作は、Ｘ軸方向に形成されたＸ１軸とＸ２軸（図８、参照）を
中心としてそれぞれ回転させることにより開閉するものである。つまり、操作レバー２の
回動中心軸がＹ軸方向であるのに対し、給水弁２５と排水弁２６の開閉動作のための回転
中心軸はＸ軸方向であって、回転中心軸が互いに直交する方向にある。
【００１９】
　また、給水弁２５と排水弁２６の配設位置は操作レバー２と前後方向（図７のＹ軸方向
）にずれることになり、このように、給水弁２５と排水弁２６の配設位置と操作レバー２
の配設位置とがずれていて、給水弁２５と排水弁２６の回転中心軸と操作レバー２の回転
中心軸とが直交する態様と成す給水弁２５と排水弁２６の開閉動作を、器具ケース１の正
面側に設けられた操作レバー２の回動によって行うためには、そのための特徴的なリンク
構成を設けなければならない。
【００２０】
　すなわち、例えば図５のシステム図の破線で示すリンク機構１７のように、給水弁２５
と排水弁２６と操作レバー２とが同一平面上にあって、操作レバー２の回動中心軸と給水
弁２５、排水弁２６の回転中心軸が同方向（同図においては、紙面に直交する方向）であ
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れば、操作レバー２の回動に連動してリンク機構１７が図の左右に動くことにより、給水
弁２５と排水弁２６とを図の矢印に示すように回動して開閉動作を行うことができるが、
前記の如く、実際には、器具ケース１の正面に操作レバー２を設けると、その回動中心軸
と、給水弁２５、排水弁２６の回転中心軸とは互いに直交する方向となり、かつ、給水弁
２５と排水弁２６の配設位置は操作レバー２と前後方向（図７のＹ軸方向）にずれた状態
となるために、単純なリンク機構１７では、操作レバー２の回動に対応させて給水弁２５
と排水弁２６を連動して開閉することはできない。
【００２１】
　さらに、前記の如く、器具ケース１の正面側に近い位置には、その向かって左側にダイ
アフラムケース１３が設けられ、向かって右側には水圧自動弁ガス弁３３設けられ、ダイ
アフラムケース１３の奥側には給湯熱交換器４４が設けられており、前記リンク構成を設
けることが可能な場所は、ダイアフラムケース１３の近傍の、向かって左側のわずかなス
ペースしかないために、このスペースを利用して給水弁２５や排水弁２６の開閉動作がで
きる弁開閉操作装置にする必要があり、このような弁開閉操作装置やその弁開閉操作装置
を備えたバランス型風呂釜は未だ提案されていなかった。
【００２２】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、その目的は、例えば寒冷地
用バランス風呂釜において、軸心を中心として回転させて開閉する給水弁と排水弁の開閉
を、その軸心と直交する方向に形成された操作回転軸を回動させることにより容易に行う
ことができるような、開閉弁の軸心と直交する方向に形成された操作回転軸を回動させる
ことにより開閉弁の開閉操作を容易に行うことができる、省スペース化が可能な弁開閉操
作装置および、その弁開閉操作装置を備えたバランス型風呂釜等の熱源装置を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【００２３】
　本発明は上記目的を達成するために、次の構成をもって課題を解決する手段としている
。すなわち、第１の発明の弁開閉操作装置は、操作用回転軸の先端側に該操作用回転軸と
交わる方向に伸設された操作レバーが設けられて、該操作レバーは前記操作用回転軸と共
に該操作用回転軸の軸心を中心に予め定められた操作基準位置と該操作基準位置から予め
定められた設定角度だけ回転した設定角度回動位置との間で回動する構成を有し、前記操
作用回転軸の基端側には一端側が該操作用回転軸に固定されて他端側が該操作用回転軸と
直交する方向に伸設された第１の連結部材が前記操作用回転軸の軸心を中心に該操作用回
転軸と共に回動自在に設けられ、該第１の連結部材の他端側には一端側を該第１の連結部
材と重ね合わせて該第１の連結部材に対し揺動して相対位置関係が変化し得るように第２
の連結部材が連結ピンを介して軸支され、前記第２の連結部材の他端側には一端側を該第
２の連結部材と重ね合わせて該第２の連結部材に対し揺動して相対位置関係が変化し得る
ようにガイド部材が軸状ピンを介して軸支され、該軸状ピンは前記第２の連結部材の前記
ガイド部材が重ねられる側の面側から該面と直交する方向に突出して前記操作用回転軸と
平行に設けられ、前記ガイド部材は前記軸状ピンに軸支された状態で該軸状ピンの軸心方
向にスライド移動自在と成しており、前記ガイド部材の長手方向と直交する方向であって
前記操作回転軸の軸心とも直交する方向の軸心を中心に回転することにより開閉する開閉
弁が前記ガイド部材の前記第２の連結部材に重ね合わされる面側に配置され、基端側が前
記開閉弁に固定されて先端側が前記ガイド部材に軸支された弁開閉作用部材が前記開閉弁
の軸心を中心に回転自在に設けられて、前記操作レバーの操作基準位置においては前記ガ
イド部材が前記第２の連結部材寄りの位置で前記ガイド部材の前記一端側から前記弁開閉
作用部材の前記ガイド部材への軸支部までの距離が該ガイド部材の前記一端側から前記開
閉弁までの距離よりも長くなるように前記弁開閉作用部材が前記ガイド部材の長手方向に
対して斜めに配設されており、前記操作レバーが前記操作基準位置から前記設定角度回動
位置まで回転する間に該回転に伴って前記操作回転軸が回転することにより、前記第１の
連結部材の他端側と前記第２の連結部材が前記開閉弁から遠ざかり、前記ガイド部材が前
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記軸状ピンの軸心方向にスライド移動しながら前記操作回転軸側に引き寄せられて前記ガ
イド部材の長手方向に移動して前記弁開閉作用部材が前記開閉弁の軸心を中心に前記操作
回転軸側に回転し、前記操作レバーが前記設定角度位置から前記操作基準位置まで回転す
る間に該回転に伴って前記操作回転軸が回転することにより、前記第１の連結部材の他端
側と前記第２の連結部材が前記開閉弁側に近づき、前記ガイド部材が前記軸状ピンの軸心
方向にスライド移動しながら前記操作回転軸から遠ざかるように前記ガイド部材の長手方
向に移動して前記弁開閉作用部材が前記開閉弁の軸心を中心に前記操作回転軸の反対側に
回転することによって、前記操作レバーの前記操作基準位置と前記設定角度回動位置のい
ずれか一方への回動操作に応じて前記弁開閉作用部材が前記開閉弁の軸心を中心に回転し
て前記開閉弁の開弁動作と閉弁動作の選択動作が行われるものと成し、該選択動作によっ
て前記開閉弁が配置される部材に設けられている流通路の開動作と閉動作が選択的に行わ
れる構成をもって課題を解決する手段としている。
【００２４】
　また、第２の発明の弁開閉操作装置は、前記第１の発明の構成に加え、前記操作レバー
が操作基準位置から設定角度回動位置まで回転する間に、弁開閉作用部材は開閉弁の軸心
を中心に回転して前記弁開閉作用部材のガイド部材への軸支部が前記開閉弁の軸心を中心
とした円弧を描いて移動し、前記軸支部の軌道に対応するように前記ガイド部材が軸状ピ
ンの基端側から先端側に向けて該軸状ピンの軸心方向にスライド移動して第２の連結部材
から離れた後に前記軸状ピンの先端側から基端側に向けて該軸状ピンの軸心方向にスライ
ド移動して再び該第２の連結部材に近づき、前記設定角度回動位置においては前記ガイド
部材が前記第２の連結部材寄りの位置で前記ガイド部材の一端側から前記開閉弁までの距
離が前記ガイド部材の前記一端側から前記弁開閉作用部材の前記ガイド部材への軸支部ま
での距離よりも長くなるように前記弁開閉作用部材が斜めに配設されることを特徴とする
。
【００２５】
　さらに、第３の発明の熱源装置は、前記第１または第２の発明の弁開閉操作装置を備え
、操作回転軸は器具ケースの正面のケース正面板に設けられた貫通の軸挿通孔に挿通して
設けられて軸心方向を水平方向とし、操作レバーは前記器具ケースの正面に設けられてお
り、開閉弁は２つ設けられてその１つは前記器具ケース内に設けられた水加熱用の熱交換
器への給水弁を形成し、他の１つは前記熱交換器内の水を抜く排水弁を形成しており、該
排水弁と前記給水弁は互いに上下方向に間隔を介して配設され、ガイド部材は上下方向に
伸設され、該ガイド部材には前記排水弁と前記ガイド部材とを連結する弁開閉作用部材の
先端側と前記給水弁と前記ガイド部材とを連結する弁開閉作用部材の先端側とが前記ガイ
ド部材の長手方向に互いに間隔を介して軸支されており、前記操作レバーの回動に応じて
前記ガイド部材が軸状ピンに軸支された状態で前記器具ケースの前後方向にスライド移動
しながら上下方向に移動することにより、前記操作レバーの操作基準位置においては前記
排水弁が開となって前記給水弁が閉となり前記操作レバーの設定角度回動位置においては
前記排水弁が閉となって前記給水弁が開となるように前記排水弁と前記給水弁の開閉動作
が同時に行われることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明においては、操作レバーと共に回転する操作用回転軸の基端側には、第１の連結
部材、第２の連結部材、ガイド部材が順に軸支されて、共に操作回転軸と直交する方向に
伸設されており、前記操作レバーの回動によって開閉操作される開閉弁の軸心は、ガイド
部材の長手方向と操作用回転軸の両方に直交する方向に設けられているが、以下の構成に
より、操作レバーの回動により容易に開閉弁の開閉操作を行うことができる。
【００２７】
　つまり、開閉弁には弁開閉作用部材の基端側が開閉弁に固定されて該開閉弁の軸心を中
心に回転自在に設けられており、弁開閉作用部材の先端側は前記ガイド部材に軸支され、
ガイド部材が該ガイド部材を前記第２の連結部材に軸支する軸状ピンに対してその軸心方
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向にスライド移動しながらガイド部材の長手方向に移動することによって、弁開閉作用部
材の先端側を基端側の開閉弁の軸心を中心に回転させ、開閉弁の開閉動作を行うことがで
きる。
【００２８】
　具体的には、前記操作レバーが操作基準位置にある状態においては、ガイド部材は第２
の連結部材寄りの位置にあり、かつ、ガイド部材の一端側（第２の連結部材側）から前記
弁開閉作用部材のガイド部材への軸支部までの距離が、該ガイド部材の一端側から前記開
閉弁までの距離よりも長くなるように、弁開閉作用部材がガイド部材の長手方向に対して
斜めに配設されており、操作レバーが操作基準位置から設定角度回転した設定角度回動位
置まで回転する間に、該回転に伴って前記操作回転軸が回転して第１の連結部材の他端側
と第２の連結部材が開閉弁から遠ざかり、ガイド部材が軸状ピンの軸心方向にスライド移
動しながら操作回転軸側に引き寄せられてガイド部材の長手方向に移動し、弁開閉作用部
材が開閉弁の軸心を中心に操作回転軸側に回転する。
【００２９】
　一方、操作レバーが設定角度位置から操作基準位置まで回転する間には、該回転に伴っ
て前記操作回転軸が回転することにより、第１の連結部材の他端側と第２の連結部材が開
閉弁側に近づき、ガイド部材が軸状ピンの軸心方向にスライド移動しながら操作回転軸か
ら遠ざかるようにガイド部材の長手方向に移動して、弁開閉作用部材が前記開閉弁の軸心
を中心に前記操作回転軸と反対側に回転する。
【００３０】
　このことによって、本発明においては、操作レバーの前記操作基準位置と前記設定角度
回動位置のいずれか一方への回動操作に応じて弁開閉作用部材が開閉弁の軸心を中心に回
転し、開閉弁の開弁動作と閉弁動作の選択動作が行われ、該選択動作によって、開閉弁が
配置される部材に設けられている流通路の開動作と閉動作が選択的に行われる。つまり、
操作レバーを操作基準位置と設定角度回動位置のいずれか一方に回動操作することにより
、開閉弁の開閉の選択的な操作を容易に行うことができる。
【００３１】
　また、本発明は、操作回転軸の基端側に、第１の連結部材、第２の連結部材、ガイド部
材を順に軸支して、共に操作回転軸と直交する方向に伸設し、開閉弁がガイド部材の第２
の連結部材に重ね合わされる面側に配置されるようにしており、開閉弁の近傍のスペース
に対応させて、第１の連結部材と第２の連結部材との軸支角度や第２の連結部材とガイド
部材との軸支角度や各部材の長さ等を適宜設定することにより、たとえ開閉弁の近傍のス
ペースが狭くても、その狭いスペース内に第１の連結部材と第２の連結部材とガイド部材
を配置して、前記開閉弁の開閉操作を行える弁開閉操作装置を形成できる。
【００３２】
　また、操作レバーが操作基準位置から設定角度回動位置まで回転する間に、弁開閉作用
部材が開閉弁の軸心を中心に回転して前記弁開閉作用部材のガイド部材への軸支部が前記
開閉弁の軸心を中心とした円弧を描いて移動し、該軸支部の軌道に対応するようにガイド
部材が移動し、前記設定角度回動位置においては前記ガイド部材の一端側が前記第２の連
結部材の他端側寄りの位置で、前記ガイド部材の前記一端側から前記開閉弁までの距離が
前記ガイド部材の前記一端側から前記弁開閉作用部材の前記ガイド部材への軸支部までの
距離よりも長くなるように前記弁開閉作用部材が斜めに配設されることにより、操作レバ
ーが操作基準位置にあるときにも設定角度回動位置にあるときにもガイド部材が第２の連
結部材寄りに配設されるので、ガイド部材を安定した位置に配設することができる。した
がって、開閉弁の開状態と閉状態をより安定した状態で保つことができる。
【００３３】
　さらに、本発明の熱源装置によれば、本発明の弁開閉操作装置を備えて、器具ケースの
正面に設けられた操作レバーを操作することにより、上下方向に間隔を介して配設された
給水弁と排水弁（熱交換器への給水弁と該熱交換器の水を抜く排水弁）の開閉動作を容易
に行うことができる。また、操作レバーの操作に応じ、操作基準位置においては排水弁が
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開となって給水弁が閉となり、操作レバーの設定角度回動位置においては排水弁が閉とな
って給水弁が開となるように、排水弁と給水弁の開閉動作を同時に行うことができるため
、例えば寒冷地用のバランス型風呂釜に本発明の熱源装置を適用して、熱源装置の使用中
には操作レバーを設定角度回動位置に操作し、使用後には操作基準位置に操作することに
よって、熱源装置の非使用時には熱交換器内の水を抜くことができ、熱交換器内の水の凍
結によって不具合が生じることを防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明に係る弁開閉操作装置の一実施例の要部構成および動作を示す側面説明図
（ａ）と背面説明図（ｂ）と正面説明図（ｃ）である。
【図２】実施例の弁開閉操作装置の動作を説明するための正面説明図である。
【図３】実施例の弁開閉操作装置の動作を説明するための側面説明図である。
【図４】実施例の弁開閉操作装置の動作を説明するための、装置構成を一部省略して示す
斜視説明図である。
【図５】バランス型風呂釜のシステム構成例を示す説明図である。
【図６】バランス型風呂釜の一例を示す斜視図である。
【図７】開発中のバランス型風呂釜の構成例を説明するための説明図である。
【図８】図７に示した開発中のバランス型風呂釜内に設けられている給水弁と排水弁の配
置態様例とその開閉動作方向を説明するための模式図である。
【図９】従来のバランス型風呂釜の構成例を説明するための説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づき説明する。なお、本実施例の説明において、
これまでの説明と同一名称部分には同一符号を付し、その重複説明は省略または簡略化す
る。
【実施例】
【００３６】
　図１には、本発明に係る弁開閉操作装置の一実施例の構成が、側面図（ａ）と背面図（
ｂ）と正面図（ｃ）により示されている。背面図は図１（ａ）のＨ側から見た図であり、
正面図は図１（ａ）のＳ側から見た図である。また、図２～図４には、本実施例の弁開閉
操作装置の動作が、図２においては正面図により、図３においては側面図により、図４に
おいては、弁開閉操作装置の一部構成要素の斜視図により示されている。本実施例の弁開
閉操作装置は、例えば図５に示したようなシステム構成を備え、図７に示したような開発
中のバランス型風呂釜の熱源装置において、同図に示すような配置態様の給水弁２５と排
水弁２６の開閉動作を操作レバー２の回動操作に応じて行う装置であり、給水弁２５と排
水弁２６は、図８に示すように回転することにより開閉する開閉弁である。
【００３７】
　図１～図３に示すように、操作レバー２は、操作用回転軸３の先端側に、該操作用回転
軸３と交わる方向（ここでは直交する方向）に伸設されており、操作レバー２は、操作用
回転軸３と共に、該操作用回転軸３の軸心を中心に予め定められた操作基準位置（Ａの位
置）と該操作基準位置から予め定められた設定角度だけ回転した設定角度回動位置（Ｃの
位置）との間で回動する構成を有している。なお、図１（ａ）に示すように、操作回転軸
３は器具ケース１の正面のケース正面板１１に設けられた貫通の軸挿通孔１２に挿通して
設けられており、軸心方向を水平方向（ここでは、Ｙ軸方向）とし、操作レバー２は、器
具ケース１の正面に、ケース正面板１１と間隔を介して設けられている。
【００３８】
　操作用回転軸３の基端側には、金属製の板状部材により形成された第１の連結部材４の
一端側４ａが操作用回転軸３に固定されている。第１の連結部材４の他端側４ｂは、操作
用回転軸３と直交する方向に（ここでは、操作レバー２の伸設方向の面と平行な面方向に
）伸設されており、第１の連結部材４は、操作用回転軸３の軸心を中心に該操作用回転軸
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３と共に回動自在に設けられている。
【００３９】
　第１の連結部材４の他端側４ｂには、金属製の板状部材により形成された第２の連結部
材５の一端側５ａが、第１の連結部材４と重ね合わせて、金属製の連結ピン６を介して軸
支されており、第２の連結部材５は、第１の連結部材４の伸設方向と同方向に伸設されて
いる。第２の連結部材５の他端側５ｂには、金属製の板状部材により形成されたガイド部
材７の一端側７ａが、第２の連結部材５と重ね合わせて、金属製の軸状ピン８を介して軸
支されており、ガイド部材７は、第２の連結部材５の伸設方向と同方向に伸設されている
。
【００４０】
　なお、ここで、「第２の連結部材５は、第１の連結部材４の伸設方向と同方向に伸設さ
れている」とは、第２の連結部材５が第１の連結部材４の伸設方向の面に対して平行な面
上に伸設されているという意味であり、図１（ｂ）、（ｃ）に示されるように、第１の連
結部材４と第２の連結部材５とは同一直線状に配設されているわけではない。図１（ｂ）
、（ｃ）の実線に示されている状態（操作レバー２が操作基準位置であるＡの位置にある
状態）においては、第１の連結部材４と第２の連結部材５の成す角度は、約１３０°であ
る。
【００４１】
　また、同様に、「ガイド部材７は、第２の連結部材５の伸設方向と同方向に伸設されて
いる」とは、ガイド部材７が第２の連結部材５の伸設方向の面に対して平行な面上に伸設
されているという意味であり、第２の連結部材５とガイド部材７とは同一直線状に配設さ
れているわけではない。図１（ｂ）、（ｃ）の実線に示されている状態（操作レバー２が
操作基準位置であるＡの位置にある状態）においては、第２の連結部材５とガイド部材７
の成す角度は、約１７５°である。
【００４２】
　前記軸状ピン８は、第２の連結部材５の、ガイド部材７が重ねられる側の面側から該面
と直交する方向（ここでは、Ｙ軸方向）に突出して、操作用回転軸３と平行に設けられて
いる。軸状ピン８とガイド部材７は共に金属により形成されているため、擦動部分にジェ
ラコン樹脂（ジェラコンは商標）により形成された軸状ピン受け１０を設けて抵抗を低減
させている。軸状ピン受け１０は軸状ピン８の軸心方向にスライド移動自在に設けられて
いる。ガイド部材７は、軸状ピン８に軸支された状態で、該軸状ピン８の軸心方向にスラ
イド移動自在と成しており、軸状ピン受け１０を設けることにより、そのスライド移動を
よりスムーズに行えるように構成されている。
【００４３】
　ガイド部材７は、上下方向（図のＺ軸方向）に伸設されており、給水弁２５と排水弁２
６が、ガイド部材７の、第２の連結部材５に重ね合わされる面側（つまり、バランス型風
呂釜の器具ケース１内において、ガイド部材７よりも奥側）に配置されている。給水弁２
５と排水弁２６は、ガイド部材７の長手方向と直交する方向であって、操作回転軸３の軸
心の方向（ここでは、Ｙ軸方向）とも直交する方向（ここでは、Ｘ軸方向）の軸心を中心
に回転することにより開閉する（図２～図４、図８、参照）。なお、図１においては、図
の簡略化のために、給水弁２５と排水弁２６の回転に伴う動作状態の図示は省略し、操作
レバー２が操作基準位置にある状態における給水弁２５と排水弁２６の配置態様のみ示し
ている。
【００４４】
　給水弁２５および排水弁２６は、金属製の板状部材により形成された弁開閉用部材９（
９ａ，９ｂ）を介してガイド部材７に連結されている。つまり、弁開閉用部材９ａの基端
側は給水弁２５に固定され、先端側はピン１９ａを介してガイド部材７に軸支されており
、弁開閉用部材９ａは、給水弁２５の軸心を中心に回転自在に設けられている。また、弁
開閉用部材９ｂの基端側は排水弁２６に固定され、先端側はピン１９ｂを介してガイド部
材７に軸支されており、弁開閉用部材９ｂは、排水弁２６の軸心を中心に回転自在に設け
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られている。
【００４５】
　図１の実線および、図２（ａ）、図３（ａ）、図４（ａ）にそれぞれ示すように、操作
レバー２が操作基準位置（Ａの位置）にある状態においては、ガイド部材７は、第２の連
結部材５寄りの位置で（図３（ａ）、図４（ａ）、参照）、ガイド部材７の一端側７ａか
ら弁開閉作用部材９ａのガイド部材７への軸支部（ピン１９ａの配設位置）までの距離が
、ガイド部材７の一端側７ａから給水弁２５までの距離よりも長くなり、ガイド部材７の
一端側７ａから弁開閉作用部材９ｂのガイド部材７への軸支部（ピン１９ｂの配設位置）
までの距離が、ガイド部材７の一端側７ａから排水弁２６までの距離よりも長くなるよう
に、弁開閉作用部材９ａ，９ｂがガイド部材７の長手方向に対して斜めに配設されている
。なお、この状態において、給水弁２５の流路２７は給水通路６２と直交する態様と成し
て給水弁２５は閉と成し、排水弁２６の流路２８は排水通路２４と連通する態様と成して
排水弁２６は開となっている（図８の実線で示す態様を参照）。
【００４６】
　そして、操作レバー２が、操作基準位置（Ａの位置）から図１、図２のＢの位置まで回
転する間に、該回転に伴って操作回転軸３が回転することにより、図１の破線および、図
２（ｂ）、図３（ｂ）、図４（ｂ）にそれぞれ示すように、第１の連結部材４の他端側４
ｂと第２の連結部材５が、給水弁２５と排水弁２６から遠ざかり、ガイド部材７が軸状ピ
ン８の軸心方向に沿って、リング部材１０と共に軸状ピン８の基端側から先端側にスライ
ド移動しながら（図３（ａ）の矢印Ｄ、参照）、ガイド部材７が操作回転軸３側に引き寄
せられてガイド部材７の長手方向（Ｚ軸方向）に上側に移動し、弁開閉作用部材９ａ，９
ｂが、それぞれ、対応する給水弁２５、排水弁２６の軸心を中心に操作回転軸３側に回転
する（図３（ａ）の矢印Ｅ、参照）。
【００４７】
　また、操作レバー２が、Ｂの位置から前記設定角度回動位置（Ｃの位置）まで回転する
間に、該回転に伴って操作回転軸３が回転することにより、図１の破線および、図２（ｃ
）、図３（ｃ）、図４（ｃ）にそれぞれ示すように、第１の連結部材４の他端側４ｂと第
２の連結部材５が、給水弁２５と排水弁２６からさらに遠ざかり、ガイド部材７が軸状ピ
ン８の軸心方向に沿って、リング部材１０と共に軸状ピン８の先端側から基端側にスライ
ド移動しながら（図３（ｂ）の矢印Ｆ、参照）、ガイド部材７が操作回転軸３側に引き寄
せられてガイド部材７の長手方向（Ｚ軸方向）にさらに上側に移動し、弁開閉作用部材９
ａ，９ｂが、それぞれ、対応する給水弁２５、排水弁２６の軸心を中心に操作回転軸３側
に回転する（図３（ｂ）の矢印Ｇ、参照）。
【００４８】
　このように、操作レバー２が前記操作基準位置から前記設定角度回動位置まで回転する
間に、弁開閉作用部材９ａ，９ｂのガイド部材７への軸支部（ピン１９ａ，１９ｂの配設
位置）は、それぞれ、対応する給水弁２５と排水弁２６の軸心を中心とした円弧を描いて
移動する（図１（ａ）、参照）。また、この軸支部の軌道に対応するように、ガイド部材
７は、一度、軸状ピン８の基端側から先端側に向けて軸状ピン８の軸心方向にスライド移
動して第２の連結部材５から離れ（図３（ｂ）、図４（ｂ）、参照）、その後、軸状ピン
８の先端側から基端側に向けて、軸状ピン８の軸心方向にスライド移動して再び第２の連
結部材５に近づく。
【００４９】
　そして、前記設定角度回動位置においては、ガイド部材７の一端側７ａから給水弁２５
までの距離が、ガイド部材７の一端側７ａから弁開閉作用部材９ａのガイド部材７への軸
支部（ピン１９ａの配設位置）までの距離よりも長くなり、ガイド部材７の一端側７ａか
ら排水弁２６までの距離が、ガイド部材７の一端側７ａから弁開閉作用部材９ｂのガイド
部材７への軸支部（ピン１９ｂの配設位置）までの距離よりも長くなるように、弁開閉作
用部材９ａ，９ｂがガイド部材７の長手方向に対して斜めに配設される。この状態におい
て、給水弁２５の流路２７は給水通路６２と連通する態様と成して給水弁２５は開と成し
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、排水弁２６の流路２８は排水通路２４と直交する態様と成して排水弁２６は閉となって
いる（図８の破線で示す態様を参照）。
【００５０】
　また、その逆に、操作レバー２が、設定角度位置（Ｃの位置）から操作基準位置（Ａの
位置）まで回転する間に、該回転に伴って前記操作回転軸３が回転することにより、第１
の連結部材４の他端側４ｂと第２の連結部材５が給水弁２５と排水弁２６側に近づき、ガ
イド部材７が軸状ピン８の軸心方向に沿って、図３（ｃ）の矢印Ｄに示すように、軸状ピ
ン８の基端側から先端側に向けてリング部材１０と共にスライド移動しながら、操作回転
軸３から遠ざかるようにガイド部材７の長手方向に下側に移動し、弁開閉作用部材９ａ，
９ｂが、それぞれ、対応する給水弁２５、排水弁２６の軸心を中心に操作回転軸３の反対
側に回転する（図３（ｃ）の矢印Ｈ、参照）。この回転により、給水弁２５が閉となり、
排水弁２６が開となる。
【００５１】
　このように、操作レバー２の前記操作基準位置と前記設定角度回動位置のいずれか一方
への回動操作に応じて、弁開閉作用部材９ａ，９ｂが給水弁２５と排水弁２６の軸心を中
心に回転して給水弁２５と排水弁２６の開弁動作と閉弁動作の選択動作が行われ、該選択
動作によって給水弁２５が配置される部位に設けられている流通路としての給水通路の開
動作と閉動作が選択的に行われ、排水弁２６が配置される部位に設けられている流通路で
ある排水通路２４の開動作と閉動作が選択的に行われる。
【００５２】
　つまり、本実施例では、操作レバー２の回動に応じて、ガイド部材７が軸状ピン８に軸
支された状態で、器具ケース１の前後方向にスライド移動しながら上下方向に移動するこ
とにより、操作レバー２の操作基準位置においては、排水弁２６が開となって給水弁２５
が閉となり、操作レバー２の設定角度回動位置においては、排水弁２６が閉となって給水
弁２５が開となるように、排水弁２６と給水弁２５の開閉動作が同時に行われる。
【００５３】
　なお、本発明は、前記実施例に限定されるものでなく、適宜設定されるものである。例
えば、前記実施例では、第１の連結部材４、第２の連結部材５、ガイド部材７、弁開閉作
用部材９（９ａ，９ｂ）は、いずれも金属製の板状の部材としたが、これらの部材の形成
材料は特に限定されるものではなく、適宜設定されるものであり、また、棒状の部材とし
てもよい。つまり、弁開閉操作装置を形成する各部材（ピンを含む）の大きさや形状、形
成材料等の詳細は、弁開閉操作装置が配設される場所や開閉する弁に対応させて決定され
る。
【００５４】
　また、前記実施例は、バランス型風呂釜において、上下方向に互いに間隔を介して配設
された給水弁２５と排水弁２６の開閉操作装置としたが、本発明の弁開閉操作装置は、必
ずしもバランス型風呂釜に適用するとは限らず、様々な装置の開閉弁の開閉操作装置とし
て適用できるものであり、１つの開閉弁の開閉を操作するものにも適用されるし、３つ以
上の複数の開閉弁が互いに間隔を介して配設されている場合にも、それらの開閉弁をガイ
ド部材の長手方向に互いに間隔を介して配設されるように構成すれば、前記実施例と同様
の動作により、同様の効果を奏することができる。
【産業上の利用可能性】
【００５５】
　本発明の弁開閉操作装置は、開閉弁の軸心と直交する方向に形成された操作回転軸を回
動させることにより開閉弁の開閉操作を省スペースで容易に行うことができるので、例え
ば家庭用のバランス風呂釜等の熱源装置等に利用できる。
【符号の説明】
【００５６】
　１　　　　　　　器具ケース
　２　　　　　　　操作レバー
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　３　　　　　　　操作回転軸
　４　　　　　　　第１の連結部材
　５　　　　　　　第２の連結部材
　６　　　　　　　連結ピン
　７　　　　　　　ガイド部材
　８　　　　　　　軸状ピン
　９，９ａ，９ｂ　弁開閉作用部材
　１０　　　　　　軸状ピン受け
　１１　　　　　　ケース正面板
　１３　　　　　　ダイアフラムケース
　１９ａ，１９ｂ　ピン
　２４　　　　　　排水通路
　２５　　　　　　給水弁
　２６　　　　　　排水弁
　２ｊ７，２８　　　流路
　４４　　　　　　給湯熱交換器
　６２　　　　　　給水通路

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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